
  

 

 

 

 

 

 

ひゅーまんフェスタ 2016  

7 月 17 日(日) ひゅーまんフェスタ 2016、～人権のユニバーサルを目指して～が、

上野丸之内「ハイトピア伊賀 5階」にて開催されました。「在日ブラジル人からのラ

ブコール」と題し武蔵大学 社会学部 教授 アンジェロ・イシさんが多文化につい

て講演。ブラジルはハワイと並び多くの日系人が移住している事から、ワールドカ

ップでの日本選手への歓迎

を紹介、日本でも外国人に対

する、法の壁、心の壁を、な

くす事を、映像を交え紹介。

体験イベントで、南米の楽器

チャクチャの製作体験、乾燥

させた木の実を色あざやか

な紐でつないで、強く振ると

「チャクチャク」と、静かに

振るとカラカラと心地よい

音が響き印象深い音色で、あ

わせて南米の民俗楽器のサンポーニャやチャランゴなどが展示されていました。ま

たバリアフリー体験では、競技用のロードレース用車椅子やテニス用車椅子の展

示・乗車体験。学習イベントは日本語と外国人のコミュニケーション講座や障がい

者スポーツについて、他に人権啓発・活動紹介パネル展なども開催されました。 
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流しソーメン大会 健康・福祉・スポーツ部会 

8月 7日(日)夏の陽射しが照り付けるなか、恒例の流しソーメン大会が、【健康・

福祉・スポーツ部会】主催で開催されました。会場の

上野西部地区市民センターには親子連れが集まり130

名余りの参加となりました。まずは竹割体験。軍手を

はめてスタッフの指導でナタと金槌で少しずつ竹を

割ります、節をとったら、仕掛

けをスタッフが組立、完成した

ら、めんつゆ・薬味をもらって、

「いただきま～す♪」 

暑い中での冷たいソーメンは、

格別です。ひとしきり食べた後

は、スイカ割に、お楽しみ券。

冷えたスイカをいただいて、参

加者全員、楽しく過ごしました。 

上野中分団・自主防災・合同訓練 

8 月 7 日(日) 伊賀市消防団夏季訓練が各地域で一斉に開催されました。西部地

区を担当する中分団は、上野西小学校グラウンドで開催。今回は、新しい試みとし

て、【観覧から参加へ！】体験・一部訓練への合同訓練となりました。中分団が管

轄する上野西部・上野南部・東部・久米・小田、5地区の各自治協・自主防災から

合計 100 名余りが参加、消防団員と合わせ 200 名余りでの開催となりました。自

治協参加者が観覧する中、団員が整列、通常点検と、訓練が始まります。続いての

合同訓練では、伊賀市防災マップの説明の後、団員の説明を受けながら、救出体験、

地下の防火水槽から、ポンプ給水、ホース送水の説明、防火服を着ての放水体験等、

普段の防災訓練に

ないメニューが用

意され、貴重な体験

が得られました。あ

と団員による見事

な一斉放水には盛

んな拍手が送られ

ました。 

市民夏の賑わいフェスタ 2016  8月 21日（日） 
交通規制区間 本町通り（菅原神社 東交差点～上野西町 交差点） 

   銀座通り（ハイトピア伊賀 交差点～上野恵美須町 交差点） 

上野中町、中之立町通り 一部通行規制 

交通規制時間  午前 10時～午後 10時 

        

 



伊賀市消防団 三重県操法大会 優勝 
7 月 16 日(土) 平成 28 年度三重県消防操法大会が県消防学校（鈴鹿市石薬師町）に

て、三重県・三重県消防協会の主催で開催されました。県下全域から各消防団 12隊・

1000人余りが参加しました。伊賀市・名張市地区から出場した、伊賀市消防団は構成

する各 10分団より推薦された団員による選抜チームを結成、多くの訓練を重ね、小型

ポンプ操法の部に出場、日頃の訓練の成果を発揮、見事に動作で優勝しました！ 

10月 14日（金）南長野運動公園（長野    

市・オリンピックスタジアム）で開催さ

れる第 25 回全国消防操法大会に三重県

代表で出場です。声援を贈りましよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七夕笹飾りコンクール 
銀座商店街で 7月 29日から 8月 6日 

まで恒例の「七夕笹飾りコンクール」

が開催。地域の自治会、福祉会等で飾

り付けられ

た笹飾りが

一斉に展示

され、銀座

通を彩りま

した。最終

日、川に見

立てた「銀

座川」に流

され、回収

されました。 

 

消防操法大会 

消防団員の技術の向上と士気の高揚を図

るため、「消防操法の基準」に定められた

操法の要領に従い各消防団が、いかに早く

かつ正確にポンプの放水を行うかを競う

ものです。2年に 1度消防活動の充実・発

展を目的として開催しています。消防団員

は日頃「ポンプ車操法」と「小型ポンプ操

法」の２種類の消防用機械器具の取り扱い

訓練を行っています。 
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と
は
、
仲
が
良
く
、
お
や
さ
し
い
ご
主
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
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